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主な記事 

・平成２９年度教育費予算 

・『学習・生活・運動習慣』向上運動 

・平成２８年度読書感想文コンクール 

・就学援助のお知らせ 

・厚真町育英資金のご案内 

・図書室だより 

・放課後子ども教室活動紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主 な 事 業 内 容 予 算 額 前年度比較 

学 

校 

教 

育 

英語教育推進事業や育英資
金貸付事業等 

76,736 千円 △6,028 万円 

町内小中学校の校舎維持管
理費やスクールバス購入等 

117,338 千円 △3,794 千円 

教育振興推進事業や特別支
援教育支援員の配置等 

46,079 千円 4,207 千円 

こども園や小中学校への給
食に係る事業費 

93,575 千円 2,187 千円 

社 

会 

教 

育 

放課後子ども教室開催事業
や社会教育事業費 

26,558 千円 △1,302 千円 

埋蔵文化財発掘事業や厚真
犬保護事業 

18,936 千円 △151,781 千円 

公民館やマナビィハウスの
修繕料や整備事業費 

11,224 千円 6,286 千円 

図書室管理費や青少年セン
ター維持管理費 

38,552 千円 21,685 千円 

創作館の維持管理費や陶芸
教室の開催事業費 

1,762 千円 89 千円 

体育行事の運営費等 5,367 千円 △72千円 

スポーツセンター等の維持
管理費 

42,532 千円 △11,696 千円 

放課後児童クラブ運営及び
整備費 

33,291 千円 1,753 千円 

 

       総額 ５億１，１９５万円 
 

厚真町教育振興基本計画に基づく

平成２９年度の教育事業に関してお

伝えします。 

学校教育では教育課程特例校の指

定を受けての小中学校における英語

教育活動の充実、ICT 教育の推進、新

たな授業づくりの研究、コミュニテ

ィ・スクール導入などに関する予算を

計上しています。 

社会教育では、厚幌ダム本体建設工

事に伴い１４年間実施してきた埋蔵

文化財発掘調査事業の大規模発掘調

査が終了することから関連予算が大

幅な縮小となっているほか、老朽化の

目立つ生活会館やスポーツ施設など

社会教育関連施設の改修予算などを

計上しています。また、約４０年にわ

たり活躍してきた青少年センター内

のプラネタリウムを更新するための

予算を新たに計上しています。 

平成２９年度の教育費の総額は、前

年度より約３億４，１５６万円減の５

億１，１９５万円となっています。 

 

 

 

 

ノーゲームデーとは、毎月第１・第３日曜    ９カ月間のノーゲームの平均成功率は、小・ 

日にゲームを控えることを呼びかけるもので、  中学生とも全体の３１％でした。しかし、「ゲー 

昨年６月から本年２月までの９か月間取り組   ムの時間をいつもより減らした」割合を含める 

みが行われました。長年、電子ゲームをして   と、小学生は約４５％、中学生は約５１％の子 

きた子どもたちにとっては、大変難しい取り   どもたちが、ノーゲームデーに意識的に取り組 

組みだったようですが、いつもよりゲームの   んでいたと見られます。 

時間を減らすことができたお子さんの数も増 

加傾向にあります。  
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町内の小学生を対象に、冬休み期間中、本に親し

み、心豊かな子どもたちを育むことを目的に毎年開催し

ている『読書感想文コンクール』の表彰式が２月１８日に

行われました。 

今年度は町内の小学校２校から２２２作品が寄せら

れ、厳正な審査の結果、各学年から最優秀賞、優秀

賞、優良賞の４１点の入賞作品が決定し、大賞には厚真

中央小学校６年生山下陽花吏さんの『武器より大切なも

の…』が選ばれました。 

表彰式では、保護者や学校の先生たちが見守るな

か、入賞者の表彰と大賞・各学年の最優秀賞作品の朗

読が行われました。受賞作品をまとめた文集が図書室に

ありますので、ぜひご覧ください。 

 

学年 入 賞 区 分 学 校 名 児 童 氏 名 

１
年
生 

最 優 秀 賞 厚真中央小 酒井  彩 

優 秀 賞 厚真中央小 當田 真康 

優 良 賞 上厚真小 岩間 咲映 

〃 厚真中央小 鎌田 愛琉 

〃 厚真中央小 櫻井 南実 

〃 厚真中央小 丸山さくら 

〃 上厚真小 三原 脩詩 

２
年
生 

最 優 秀 賞 上厚真小 澤田 花凛 

優 秀 賞 厚真中央小 髙橋 凛久 

優 良 賞 厚真中央小 赤間 永彪 

〃 厚真中央小 神代こころ 

〃 厚真中央小 橋場凰太郎 

〃 上厚真小 濱島 美月 

〃 厚真中央小  西  美悠 

３
年
生 

最 優 秀 賞 厚真中央小 大宮 幹丞 

優 秀 賞 厚真中央小 寺坂 泉慶 

優 良 賞 上厚真小 伊藤 柊優 

〃 上厚真小 内山 裕翔 

〃 厚真中央小 今野 仁菜 

〃 上厚真小 日野さくら 

〃 厚真中央小 宮副 咲良 

４
年
生 

最 優 秀 賞 厚真中央小 伊藤 楓花 

優 秀 賞 上厚真小 濱島 和希 

優 良 賞 厚真中央小 金澤 優奈 

〃 上厚真小 川村 羽海 

〃 厚真中央小 佐藤 涼太 

〃 厚真中央小 鳥海 杏那 

〃 厚真中央小 山川 和輝 

５
年
生 

最 優 秀 賞 厚真中央小 桐原 駿翔 

優 秀 賞 厚真中央小 髙橋希乃花 

優 良 賞 厚真中央小 江川 京珠 

〃 厚真中央小 佐藤 遙斗 

〃 厚真中央小 西   美悠 

〃 上厚真小 山崎  桜 

６
年
生 

大 賞 厚真中央小 山下陽花吏 

優 秀 賞 厚真中央小 森本 真由 

優 良 賞 上厚真小 池田  葵 

〃 上厚真小 大藏  諒 

〃 厚真中央小 太田あかり 

〃 上厚真小 奥井 啓太 

〃 厚真中央小 酒井 実咲 
 

 
 
 
２月１４日に開催された臨時教育委員会及び２月２

７日に開催された定例教育委員会の会議内容について
お知らせします。 
◆報告事項 
 平成２９年度教育費予算案、鹿沼長門茂明さんから長
いも３７㎏、にら１６．１㎏学校給食センターに寄贈、
学力向上推進委員会についてなど（８件） 

◆議案 
平成２９年度教育行政執行方針、厚真町要保護及び準
要保護児童生徒就学援助要綱の一部改正について、平
成２９年度厚真町公立学校教職員人事の内申につい
て 

◆協議 
 中学生海外派遣事業（手上げ方式）の検討、平成２８
年度児童・生徒全国体力運動能力調査結果の概要につ
いてなど（３件） 

◆その他 
 平成２８年度胆振管内教育委員会委員研修会など（４
件） 

★問合せ 教育委員会 学校教育グループ℡27-2494 

今年のパークゴルフ場のオープン予定日をお知らせします。 
■４月１５日【土】      ■５月１日【月】 
新町町民広場パークゴルフ場   本郷いこいの森パークゴルフ場 

               上厚真パークゴルフ場    
※利用の際は、備え付けの利用者名簿に記入のうえ、ご利用ください。 
★問合せ 社会教育グループ スポーツセンター ☎２７－３７７５ 
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教育委員会では、スクールバス運行業務運転手

（１名）を次により募集します。 

●応募資格 原則として町内在住の方で、６５歳 

      以下の方（平成２９年４月１日現在） 

●勤務時間 午前６時３０分～午後６時３０分の 

      うちの７時間４５分 

●勤務日  土曜・日曜・月曜を除く毎日 

●賃金   月額１７７，２００円（賞与あり） 

●勤務期間 平成２９年５月１日～平成２９年１

０月３１日 

      （平成３０年３月３１日まで更新の

場合あり） 

●応募資格 大型自動車免許を取得している方 

●応募方法 履歴書（写真貼付）と免許証の写し 

      を添えて提出（郵送可）して下さい 

●応募期限 平成２９年４月１２日（水）必着 

●選考方法 面接選考となりますので、後日通知 

      します 

●その他  ・応募がない場合または選考の結果 

       によっては、任意採用する場合が 

       あります。 

      ・社会保険などは、健康保険法、厚

生年金保険法及び雇用保険法に基

づいて適用されます。  

●応募・申し込み  〒０５９－１６０１ 

       厚真町京町１６５番地 

       厚真町教育委員会 学校教育グループ 

☎２７－２４９４ 

 

 

 

  

教育委員会では、次のいずれか該当する世帯に対し

て学用品費などを援助しています。 

●対 象 ①生活保護が停止か廃止になった世帯 

 ②町民税が非課税か減免になった世帯 

 ③個人事業税や固定資産税が減免になった 

      世帯 

 ④国民年金保険料の免除、国民健康保険料 

      が減免、又は徴収が猶予された世帯 

 ⑤児童扶養手当を受給している世帯 

 ⑥世帯更生資金を利用している世帯 

 ⑦公共職業安定所に登録している、日雇い労 

      働の世帯 

 ⑧その他経済的にお困りの世帯 

●援助内容 学用品費、修学旅行費、新入学用品費、学

校給食費、体育実技用具費、医療費、ＰＴ

Ａ会費、生徒会費 

●提出書類 ・就学援助費申請書（各学校にあります） 

・平成２８年分源泉徴収票や確定申告書の

写し 

・対象の世帯であることを証明できる書類 

 の写し 

●申込み ５月１０日【水】までに各学校へお申込み

ください。小学校と中学校にお子様が通学

している家庭は、それぞれの学校に申請書

を提出して下さい。 

●問合せ 教育委員会 学校教育グループ 

 ☎２７－２４９４ 

 

  

平成２９年度の厚真町育英資金新規貸付の申し

込みを受け付けます。 

●貸付対象者（１）短期大学、大学、大学院 

        （防衛学校等は除く） 

     （２）高等専門学校（第４・５学年） 

     （３）専修学校専門課程 

        （修業年限が２年以上に限る） 

     （４）国外において、（１）～（３）に   

        に掲げる学校に担当する教育内 

        容を行う学校 

       上記（１）～（４）に該当する学 

       孝の新規入学者か在校正で、保護   

       者が厚真町在住の方。 

●貸付月額 月額６万円を限度に１万円単位の希 

      望額 

●貸付方法 希望する金融機関の貸付（保護者等） 

      の口座に毎月振り込みます。 

      （初回のみ４～７月分を７月中旬） 

      に振り込みます。） 

●利 息 無利子 

●返済方法 卒業後、６カ月据え置きで、借りた 

      期間の３倍の期間で口座振替等によ 

      り返済していただきます。 

●選考基準 町育英資金選考基準に基づき、成績 

      、学習意欲、家庭の所得等を考慮し 

      貸与者を決定します。 

●提出書類 ①申請書（教育委員会にあります） 

      ②在学証明書 

      ③成績証明書 

（最後に在学していた学校の証明書） 

      ④健康診断書 

（入学後、学校で受けた結果の写し） 

      ⑤課税資料閲覧承諾書 

（教育委員会にあります） 

      ※１月２日以降に、転入してきた世 

       帯員がいる場合は、その方の平成 

       ２９年度所得証明書（平成２８ 年分 所得） 

●申込期限 平成２９年５月３１日（水）まで 

      所得証明書は平成２９年６月１５日 

      （木）まで 

●申し込み 教育委員会 学校教育グループ 

問い合わせ ☎２７－２４９４ 
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きみが読むのを待ってるよ 

 

青少年センター図書室 

℡２７－２４９５（平日） 

℡２７－３９７７（土日） 

4月 23日は「子ども読書の日」、4月 23日から 5月 12日は「子どもの読書週間」となっていま

す。本を読むことは、言葉を学ぶばかりではなく、表現力・想像力を鍛え人生をより楽しく過ごすた

めに欠かせないことです。 

2 月に来たインターンシップの大学生に、閲覧業務の一環として展示コーナーを作成してもらいま

した。テーマは「中学生の頃に読んでおけばよかったと思った本なんです」と重松清を選んでくれま

した。経験を積んで大人になってから読んだ時の感動と、何事も勉強中で何をするにも壁にぶつかっ

て砕けているような中学生時代の感動は違うものだと話してくれ、感心したのと同時に、本を読むこ

とは感情を豊かにするという点からも大切なんだと改めて思いました。 

タイトル「きみが読むのを待ってるよ」は今年の「子ども読書の日」の標語です。たくさんの本が、

皆さんが手に取ってくれるのを待っています。青少年センターや厚南会館、学校の図書室で素敵な本

に出会って、今しか味わえない読書を楽しんでください。 

しかけ絵本の取り扱い方について 

 

 図書室では、しかけ絵本も通常の絵本と同様に貸出しています。

しかし最近、ページ破れなどの痛みがひどい、仕掛けが壊れてい

るなどの理由で貸出できないしかけ絵本が増えています。 

 仕組みが複雑にできているしかけ絵本は、壊れてしまうと職員

では修復できません。小さいお子さんが読むときは大人が付き添

い、仕掛けはゆっくりと動かすなどして、大事に読んでください。 

と き   ４月２０日（木）午後６時３０分 

      ※晴天の場合は引き続き天文台で観望会を開催。 

       木星を観察できます。 

ところ   青少年センター２階プラネタリウム室・天文台 

      ※夜間開催のため、小・中学生だけで参加の場合は 

       保護者の同伴もしくは送迎が必要です。 

問合せ   教育委員会社会教育グループ ☎ ２７－２４９５ 
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実用書 

 

 

 
■4月の休館日 

29日 昭和の日 

 

■青少年センター図書室開館時間 

 午前９時から午後５時（月・水・金・土・日） 

 午前９時から午後７時（火・木） 

 

■厚南会館図書室 

 午前 9時から午後 5時（月～日） 

※毎月５日・20日が土日・祝日の場合は 

休館となります。 

 

絵 本 
 

 

一般書 児童書 

■4月の移動図書 

・上厚真小学校 

 未定 （学校のお知らせをご覧ください） 

 

・ともいき荘   

19日【水】 午後 2時 00分～2時 30分 

 

■絵本の読み聞かせ おはなしのびっ子 

 場所：青少年センター ２階ロビー 

 27日【木】  午前 10時 30分～11時 

 ※事前予約は不要です。お気軽にお越しください 

オンラインゲームがテーマの

小説本です。ゲームの向こう

の友達がまっている、やめら

れない、気が付くと 1日終わ

っている…ゲームが生活の中

心になっていませんか？ 

・回帰           今野 敏/著 

・花を呑む      あさの あつこ/著 

・テロリストの処方箋   久坂部 羊/著 

・不発弾         相場 英雄/著 

・ふしぎ古書店 1      にかいどう青/文 

・ここは妖怪おたすけ委員会 1  宮下恵茉/作 

・ようかいとりものちょう 1～3 大崎悌造/作 

・暗号クラブ 1     ペニー・ワーナー/著 

・ミッフィーのおやすみなさい  ブルーナ/絵 

・あしたから１ねんせい  きむらゆういち/作 

・がっこうだってどきどきしてる レックス/文 

・先入観はウソをつく      武田 邦彦/著 

・織田信長の城        加藤  理文/著 

・アザミウマ防除ハンドブック   柴尾 学/著 

この 2 冊はめくるタイプの

しかけ絵本です。長靴、ホ

ース、見慣れた日用品に「こ

れは●●です」と書かれて

います。本当かな？ゆっく

りとめくってみてくださ

い。 

直木賞受賞作「蜜蜂と遠雷」

が好評な恩田さんの新作で

す。グンカと呼ばれる亡霊を

封じることを主命とした血族

のアクション・エンターテイ

ンメントです。作者の幅広い

作風に驚きます。 

パック旅行ではなく、自

分で計画を立てて、自由

に世界遺産を巡ってみ

たい…そんな方におす

すめします。旅行の基礎

知識を勉強して、最終目

標は世界 1周の旅です。 

『ネトゲ中毒』 

鎌倉 ましろ/著 

『これは、ワニです。／ 

    これはネコです』 

ヒース・マッケンジー／絵 

『50歳から個人で行く 

   ユネスコ世界遺産の旅』 

        富田 純明/著 

『失われた地図』 

恩田 陸/著 

新着図書紹介 
ここで紹介した以外にも新着図

書がありますので、ぜひ図書室

までお越しください。 



平成２９年３月２４日発行 

 

三寒四温
さ んか ん し お ん

を繰り返し、少しずつ近づいてきた春の足音。6年生は小学

校を卒業し、中学生へとステップアップ。1～5 年生も次の学年に進級し

ていきます。少しの寂しさと、成長を感じるうれしさが行きかう 3月です。 

 2 月後半から 3 月前半にかけては、遊び会議というプログラムを行い

ました。遊び会議では、何をして遊ぶかを子どもたちが企画し、普段は

スタッフがやっている準備やチーム決めなどにもチャレンジします。1 年

間の活動を通して培われた、集団としてのチカラが試されるとき。まず

はおにごっこ、ボールを使った遊び、リレーといった選択肢の中から自

分がやりたい遊びを選び、集まった子どもたちがチームとなり、具体的

に何をするか話し合いで決めていきます。学年の違う友だちともコミュ

ニケーションがとれるようになり、お互いに意見やアイディアを出しあっ

てプログラムを企画することができました。ろうやオニや手つなぎオニ、

バスケットボール、サッカー、障害物リレーなどみんなで楽しめるゲーム

が盛りだくさん。担当が終わった子どもたちの表情には、やりきったとい

う安堵
あ ん ど

と自信が感じられました。 

 3 月後半は毎年恒例『1 年間の活動を振り返るありがとうパーティー』

を開催しています。またこの季節がやってきたかと思うと、本当に 1 年

はあっという間だと実感します。しかし、特別教室を含む1年分の写真、

約 1700 枚を見返すと、たくさんの思い出がよみがえり、とても長かった

ようにも感じました。時間の感覚って不思議ですね。これは、またひと

つ、良い年を重ねられた証拠だと思っています。 

子どもには子どもの世界があります。遊びの中に、ケンカの中に、さ

まざまな場面で見える子ども同士の関係性。私たち大人は安全管理の

面ではスタッフという立場にいますが、子どもの世界に入るときは、ひと

りの友だちとして話をします。子どもの世界では、大人の都合や一般論

だけでは太刀打ち
た ち う ち

できません。自分の価値観や経験値をもとに、自分

の言葉で伝えなければならない真剣勝負です。結果を見れば間違って

いる行動でも、なぜそうしたのか、彼らにも言い分があるのです。しか

し、その声に耳を傾けることを怠って、結果だけを見てしまうと、子ども

たちはそのうち自分の考えや気持ちをうったえることをあきらめてしまい

ます。「もういいよ」「どうせ自分が悪いんでしょ？」「なんでいつも自分だ

け……」という言葉を聞く機会が今年は特に多かったように感じました。

人との関わり方をケンカや失敗も含めて、体験的に学んでいくのが子ど

も時代ならば、そこにとことん付き合えるのが私たち放課後教室スタッ

フの特権です。子どもたちの声にちゃんと耳を傾け、ときには翻訳家や

通訳になり、ときには本気でケンカをし、子どもの世界の近くにいる大

人の友だちで居続けようと思います。 

4 月から放課後子ども教室はシーズン６を迎えます。放課後教室スタ

ート時に 1 年生だった子どもたちが、最上級生となる日が来るとは感慨

深いものがあります。私たちにとっても節目の 1 年となるでしょう。子ど

もたちに負けないようしっかりと走り切りたいと思います。 

 

 

アイスシャーベット作り中！！ 


